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本日の流れ

第３次赤磐市総合計画について

市民活動発表

パネルディスカッション
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総合計画とは

自治体の最上位に位置付けられ、

行政運営の総合的な指針となる計画
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市の現況

アンケート

ワーク
ショップ

国、県の
現況

他市の現況

将
来
（
８
年
後
）
の
赤
磐
市
の
姿

第３次赤磐市総合計画
（令和７年度～令和14年度）

基本構想 基本計画

ワークショップの意見やその他色々な情報を分析して計画を策定



まちづくりの将来像
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これは、本市が目指す将来のまちの姿を表したものです。

まちづくりは、市民、地域、事業者、行政等全ての人が信頼関係により結ばれた
強いきずなのもと、共に考え、手を取り、行動していくことが必要です。
「フューチャー・デザイン」などから市民が望む未来を共に描き、人と人、人と
地域、地域と地域等、多様な結びつきが原動力となって地域特性や資源等の優位
性を活かした取組を進めていきます。

そして、不確実性の高い現代においてまちづくりに市民と行政が一体となって未
来を描く姿を、先人たちが情熱を注ぎ英知を集めて生み出した「白桃」に重ね合
わせて、新たなまちづくりの象徴として「白桃発祥のまち」を掲げ、本市の未来
を描いていきます。

共に未来を描く 白桃発祥のまち あかいわ



将来人口の目標
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令和14（2032）年度末の赤磐市の総人口目標 40,000人

令和2年

（2020）

令和7年

（2025）

令和12年

（2030）

令和17年

（2035）

令和22年

（2040）

令和27年

（2045）

令和32年

（2050）

令和37年

（2055）

令和42年

（2060）

令和47年

（2065）

令和52年

（2070）

赤磐市独自推計 42,661 41,547 40,394 39,113 37,772 36,458 35,188 33,922 32,616 31,252 29,862

参考(社人研) 42,661 41,584 40,250 38,792 37,265 35,791 34,386 32,956 31,457 29,872 28,247
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令和14（2032）年度の赤磐市の総人口推計
39,667人(社人研)
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しごと

こども くらし

しごと・こども・くらしの各重点戦略を展開し、
共に助け合いながら、まちづくりの将来像の実現を目指す。



新たな企業の誘致や企業のＤＸ 化等を支援しながら、若者や女性など働く世
代に選ばれるまちを目指していきます。
強みである農業を活かすために、農業経営者の育成やスマート農業による作業

の効率化支援等の取組を実施します。
観光協会、民間事業者、地元農業経営者等と連携しながら、観光受入体制の整

備や滞在を楽しむコンテンツ創出等の取組を実施します。

重点戦略I しごと 産業が活性化したまち
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新規等企業立地件数（累計） ３件（R2～R6） ➡ ４件（R7～R14）

数値目標（８年間（令和14年度末）の目標）



“子育てするなら赤磐市”の実現のため出産、子育てが安心して行えるよう制
度や体制を構築し、きめ細やかな支援を実施します。子どもは地域の宝であり、
夢や目標を持ち、何事にも挑戦できるような環境を整え、郷土への愛着や自己肯
定感を高めることができる取組を実施します。
インクルーシブ な発想をもとにした教育活動を行うことで、自己理解を深め、

自己実現に向かおうとする意欲や様々な価値観の存在を理解し、他者と望ましい
関係を築こうとする態度を育みます。

重点戦略Ⅱ こども 子育て・教育環境が整ったまち
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合計特殊出生率 1.49（R5） ➡ 1.80（R12）

数値目標（８年間（令和14年度末）の目標）



市民との対話を重視し、市民が住んでいて居心地が良く、住み続けたい安心安
全なまちを目指します。
そのために、災害に強い地域づくりや安心して医療が受けられる体制、移住・

定住を支援する体制の充実、多様性社会の実現、公共交通の整備・確保と利用促
進等が実現できる取組を実施します。

重点戦略Ⅲ くらし 住んでいて安心安全なまち
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転入者数 1,052人/年（R6） ➡ 1,100人/年（R14）

数値目標（８年間（令和14年度末）の目標）



新たな基本構想・戦略プログラム
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共
に
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発
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こども
子育て・教育環境が整った
まち

重点戦略 Ⅱ

くらし
住んでいて安心安全なまち

重点戦略 Ⅲ

働く人が輝ける雇用創出プログラム

農業に携わる人が誇れる魅力創出プログラム

観光振興による賑わいと活力創出プログラム

子どもは地域の宝、笑顔創出プログラム

安心して産み育てられる子育て世代への総合的支援の
推進プログラム

子どもの生きる力を育む環境創出プログラム

住民主体の支え合いまちづくりプログラム

ま 

ち 

づ 

く 

り 

の 

将 

来 

像

基 本 構 想 戦 略 プ ロ グ ラ ム

重点戦略 I

しごと
産業が活性化したまち

住んでいて安心安全を実感できるまちづくりプログラム

将来にわたって持続可能なまちづくりプログラム
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本日の流れ

第３次赤磐市総合計画について

市民活動発表

パネルディスカッション



株式会社フジノハガネ

代表取締役社長 永井 芳紀 さん
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赤磐子どもＮＰＯセンター

事務局長 国正 恵美子 さん
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元赤磐市地域おこし協力隊

戸田 洋美 さん 上村 統美 さん
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岡山県立瀬戸高等学校生徒

小林 美菜歩 さん 難波 望愛 さん
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本日の流れ

第３次赤磐市総合計画について

市民活動発表

パネルディスカッション
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パネルディスカッション

まちづくりシンポジウム 令和７年１１月９日(日)



最後に

お手元の用紙にご記入をお願いいたします。

ＱＲコードからも回答可能です。

本日の会は終了となります。

・アンケートにご協力ください。

・甘酒プリンの試食があります。
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本日の会を本市の新たな活力の第一歩
にしていきます。
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ご参加いただき、
ありがとうございました

赤磐市 総合政策部 政策推進課
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